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　66．子 宴及 び頚 管分 泌 物 の ム コ 多糖 体 につ い て

　　　　　　　　 （東邦大）林　　基之 ， 岩城　　章

　　　　　　　　　　　　　安田　　貢 ， 内出　洋道

　女性女 器，卵巣，卵管，子宮 ， 頚管に 於 け る粘液物質

は 多糖類を 含有 して い る ．我・々は こ れ に つ い て の代謝 と

存在が ，
ホ ル モ ン 剤の 投与に よ つ て ，どの 様 に 変化 す る

か を，組織化学的方法 とオートラ ジ オ グ ラ フ イ を使用 し

て 若干 の 知見を得た ．実験方法は 体重 2k9 以上の ，成熟

雌家兎 を使用，去勢，未 処 置，処 置 の 3 群 に 分 け，処置

群に 卵巣 ホ ル モ ン と して，エ ス ト ラ ジ オ
ー

ル ，ベ ン ツ エ

ート，プ P ゲ ス テ v ン ，
エ ス ト リ

ー
ル ，

E ・P
， 他 の ホ ル

暗 ン として テ ス トス テ P ン ，デ キ サ メ サ ゾ ン ，IT一ヒ ド

ロ キ シ ン ロ ル チ コ ス テ ロ ン の 処 置 を施行 し た．3 群 に 夫

女 Pro　kg ユmc 　
ssS

を耳静脈 よ り静注 し，3is
の uptake

の 状態 を観察，又 組織化学的 に PAS 染色，トル イジ ン

グル ー染 色 を行 い ，夫 女 を比 較検討した ．

　PSA 染色 ， トル イジ ン プ ル ー染色及び オートラ ジ オ

グ ラ フ の 結果 は 良 く
一

致 し，特に卵巣ではム コ 多糖類 は

顆粒膜細胞層 よ り分泌 さ れ る もの と思わ れ，子 宮，頚

管 ， 卵管で は エ ス トロ ゲ ン の 影響で 左 右 さ れ る と推定 さ

れ た ，

　 67．人 精液免疫の 基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　 （慶応大）高1喬　輝雄

　 人精液の 抗原性 を調べ る た め に 雌モ ル A 群 に人精液

（8000 × 104／cc 以 上 の 糟子 を 含 む もの 数 人 分 を混 じ） 3

cc ，
　 B 群 ， 入精液 3cc，　 C 群 ， 精漿 3cc，　D 群 ， 無精子症

の精漿 3cc，　 E 群 ， 精子 の み 15cc分，　 F 群，精子 の み15

c 。分 を 超音波で 50分 破壊 した も の ，G 群，対 照 と して 人

血清 3cc （数人分 を混じ），　F 群 は抗原な し ， （B 以 下は

F．aj ．と共に ）30 日の 間 隔で 2 回筋注 し，第 1 回の 注射 よ

り50 日 目 に 採 血 し漁清 を得，次の 実験 を 行つ た．Kibrich

の gelatin 法 に よ る精子凝集反応 ， 精子非動化試験，及

び抗原を入精漿及 び洗滌人精子 を超音破で50分破壊した

も の の 上 清 と した沈 降反応，更 に上 記B 以下の ．而清と精

液，洗滌精漿問 の 螢光抗体法 （間接法）を試み次の 結果

を得た ．凝集反応で は A 群抗血 清が 8倍，BCD 抗血清

が 125倍 まで陽性であつ た．精子非動化試験は新鮮精度

の 条 件 に よ り一定 の 結果が 得 られ な い ．沈降反 応 は 精 漿

を抗原 とした 隠 BCD に 夫 k 原液の み陽性 を 見 た．螢光

抗体法では い つ れ も精漿を含 む抗原 に よ る抗血清 と精漿

との 間 に の み ，即 ち BCD 抗 血 清 と精漿間に 螢 光 の 陽性

を認め た．以 上 の結果 よ り， 精漿 には 抗原性があると結

論し た．精子の 抗原性 は不 明であ つ た．尚，精子精漿間

の cross の 間題，両 者 の 抗原 と して の 蛋 白量 の 問題 ，

非常 に破壊し難 い 精子 が 注射され て木当 に抗原 と して 吸

収 さ れ た か どうか の 疑問をこ れか ら解決 して行 きた い ．

　何等原因の な い 不 妊 夫婦の 夫 の 精液，Doner の 精液と

妻の ．tiiL清の 間 で精 子 凝集反応 ， 精子非動化試験，沈降反

応 を試み 98人 1i凝 集反応 の み 8例の 陽性 を 見た ．こ の 事

は 次の 機会 に發表す る，

　67に 対する 追 加　　　　　　 （熊本大）鏡　　輝雄

　私共 は すで に い わ ゆ る精子免疫で主役 を 演 ず る も の

は，精漿であつ て 精子ではない の で は な か ろ うか と云 う

見解 を發表 し ま した が ，こ の 点を さ らに 検討するた めに

螢光抗体法 を用 い ， い さ さ か の 所見 を得 た の で追加 させ

て 頂 き ます。

　先づ 正 常精液 ご家兎 を免疫 し抗体 を作 り，こ れ に 螢光

色 素 を labe1し ま す ．一方精子 を 生食で遠沈 に よ り反復

洗滌 し，つ い に は上 清の 蛋 白反応 が，微弱陽性 とな る迄

行 い ，こ の 各 段階の 糟子を Iabel抗体液で染 め る と，初

め の 段階では ， 頭部に 明 らか な螢光 を認 め ま した が つ い

に は，螢光 が み られ な くな りま した ．こ の こ とは 初めの

螢光 が 精漿成 分 の 附着 に よっ て 光 っ て い る も の で，精液

中に は ，少 く とも精子成分の 溶出は ， な い の で は な い か

と思わ れ ます．こ の 問題 は ， さ らに 検討 して ゆ き た い と

思つ て い ま す．

　質 問　　　　　　　　　　　（大阪大）礒島　普 三

　 1） 免疫 に使用 した 抗原 の 蛋 白濃度は 抗体産生 に 重要

であ るが ， も し 1 回量 100  以 上 とい う よ うな 大 量 を 与

える と，immune −pa「alysis が 発生 す る お そ れ も あ る の

で ，
こ の 程度 の 抗原蛋白量を使用 され た か を お尋ね した

い ．

　 2） 抗体 産 生 に 対 す る動物の 個体差 は 大 きい が 何頭位

を一群 に使 用 さ れ た 上 で anti −spermatozoa が出來な い

と結論 され る か．

　 3） anti ・spermatozoa の 検出 に 精子不働化試験 は 試

され た か ．

　 4） anti −seminal 　plasma 尊こ よ る 実 験 で ，催臓 器 で

吸 収後 ， 尚，seminal 　plasma と反応す る か 否 か，即 ち

se 皿 inal　plasma は特異抗原を持 つ て い る か．
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　　（討論）

　 螢光抗体法 は ， 比較的，抗体検出法 として は，鋭敏 な

反応 とは 云えな い の で ， 螢光抗体法 で ， 染 ま らな か っ た

か ら と云つ て，抗体 が存在 しない と結論 す る の 1，±危険

で，必ず他の よ り鋭敏微 免疫学的方法 も行 う必要 が あ

る．

　 答弁　　　　　　　　　　　（慶応大）高橋 　輝雄

　 1）　蛋白量 は測定 して い な い ．精漿 3cc ，精子 8000　x

1041cc15cc分の 精子 を抗原と した．

　 2） 実験動物は主 に経済上の 問題でモ ル を使っ た ．

　 3） 精子非動化試験で head 　to　head，　tail　to　tail な

どの type は一定 して い な い ．

　 4）　吸収 は して い な い ．

　 追 加　　　　　　　　　　　 （慶応大）山 ロ　光哉

　 只 今質問の 抗原の 蛋白量 の 問題は重要であ り，精子の

みの 抗原蛋白量に よっ て抗精子抗体の産生 に疑義を 生ず

る ．今 後 は こ の 問題 に っ い て検討 を加 え た い ．こ とに 精

漿特異抗体の 認識 に関 して は 今後 の 追及 に待 ちたい 。

　 68．卵移植 に よ る不妊症 治療 に 関す る 基礎的研 究

　　　（東邦大）林 　 基之，木下 　 佐 ，岩城 　 章

　　　　　　　 保条 朝郎，西平 守之，揚　　文勲

　　　　　　　 天野　悦郎，比嘉　国郎，石田　洋子

　　　　　　　 間壁 さ よ子

　女性不妊症 の 主要原因であ る卵管因子 に 対す る治療法

と して は，卵管形成術 ・薬鋼通水法 が 行われ て い る が，

術式 の 改善 ・種 々 の 癒着防止 劑等が 利用 さ れ る に も か か

わ ら ず，著 しい 治療効果の 向上は み られ ず，従 來の 治療

方針で あ る程度の 限界を越 え る こ とは 不可能 と思 われ

る 、

　当教室 に 於て は，新 しい 方法 と して 受精卵を移植し，

妊娠 させ ，此 の 問題 を解決 しよ う との 意図の 下に 次の 如

き基礎実験 を 行っ た．

　 1． 受精卵培養時 の培地 の 検討　2．哺乳動物卵胞卵の

裸 出　3．家兎卵胞卵 の体外受精　4．ヒ ト卵胞卵 の 体外受

精　5．家兎卵管の 体外受精　6．体外受精卵の 卵管及 び子

宮 へ の 移植　7．着床条件に っ い て 8．2， 3の 臨床実験

　以上の 諸実験 か ら，ヒ トに於 て も体外受精卵 と考 え ら

れ る 分 割卵 を得 る に到 っ た が ， 2 − 3検討 を要 す る点 も

、あ り直 ち に こ れ を ， 直臨床面 に応用 し成功 し得 る に到 つ

た が ，2〜 3検討 を要 す る点もあ り，直 ち に こ れを臨 床面

に 応用 し成功 し得る段階 に は達 して い ない ．しか し近 い

将来に於 て 臨床的効果をあげ うる 可能性は充分あ る と考

え られ る ．

　 他方人 エ 卵管の 基礎実験も行つ て い るが，本実験は人

工 卵管内 に お け る受精 の 環境条件を規正す る 上 に も重大

な 意義 を有 して い る ．

　 69．2 ，3 の pltenothiazine 誘導体 の 動物妊孕現象

に及ぼす影響

　　　　　　　　（大阪市大）藤森　速水 ， 山 田　文夫

　　　　　　　　　　　　　 合 田　昭 二 ，渡辺　和夫

　 1950年 に chlorpromaz 海 e が 合 成 され て 以 來，多 種 多

様 の 構造 と作 用 射 fす る phenothiazine 誘導体が 臨厨｛

に 供 さ れ る所 となつ た．

　 こ れ らの phenoth 三azi ：1e 誘導体 の 中 1に は ， 産婦人 科

的 に 興味あ る作幇 を有 す る もの も少 くな い ．

　 今 回 吾・々は，こ れ らの phenothiazine 　es導体 の うち ，

thiethy］perazine （TP ），1evomepromazine （LP ）及 び

fluphenazine （FP ）に 関 し，そ の 動 物 妊 孕現 象 に 及 ぼ す

影響を検 討した，

　 硫酸銅に よ る家兎の 中樞性排卵 に対 し，TP 及 びLP

は 共 に 20mgノ  の 前処 置 で，ま た FP は 15  1  の 前処 置

で各 々 完全に 抑制 した ．

　
一方 性腺刺戟ホ ル モ ン に よ る 家 兎 の 末梢 性 排卵 は 2

各 k の 誘導体50  lkg以 上 の 前処置 で も 抑制 し得 な か つ

た 、

　次 に 白鼠の 性周期 に 対 して は．何 れ も 抑 制的 に 作 用

し，然 も發情間期の 投与 が 最 も著明 に 性 周期 を抑制し ，

發情前期投与 は最弱の 抑制力を示 した．また 三 っ の 誘導

体 の うち，FP の 性周期抑制力が 最強で，以 下TP ，
　 L

P の 順 で あ つ た ．

　更 に，妊娠 白鼠及 び家兎 に TP 及 び上 P を 投与 して そ

の 胎仔 に及 ぼ す影響 を 検討 した が ，何 れ も人体常用量 の

体 重換算10倍程度では そ の影響は輕微 であつ た．然 し船

仔 に 対す る致死作用 ｝ま，成熟動物 に対す る毒性 とは 量的

に 必ず し も 平行 しな い こ と を 知 つ た．

　以 上 の 実験結果 か ら，こ れ らの Phenothiazine 誘導

体 は中樞性に雌性機能を抑制 し，然 も各 k の化学構造と

一
定 の 關係が あ る もの の よ うで ，側鎖 に pipe 「azinyl 核

の 存在 す る こ とが そ の 抑制作 用 の 増大 に關係す る と思 わ

れ る．

　ま た 妊娠動物 に 投与 した 場合，そ の 胎仔 に対 す る致死

作用 が成熟動物 に対す る毒性 と必ず しも 平行關係 を有 し

な い 事実は ， 薬酪の 胎児 に 及ぼす影響 を検討す る際 ， 単

に 成人 に 対す る 副作用や 薬効の 強弱 を 参酌す る の み で は

な く， 量的に全く異る觀点か ら検討する必要を感ぜ しめ
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